
グラファイトフ7イ川｣のインターカレーション
- Kインターカレーションときの電気物性一

億州大骨=今朝 遠藤剖三 ･JJt山虐夫
鼻聴臨科大 棚 夫

パ■JLク状のグラフ7イ ト･インターカレー=/ヨン(GT.Ⅰ.C.)は卦 ･電気伝導 性 と着して
より.良市上q観点からも注目されてい る｡インターカレー=/ラ,ンq滋野去G潤 す呑二と

IZよって.グラフ7イト･7アイバ1-JZ高い葬骨性を付 与することがぞ･き,高弟度左右Lfz
新材料が糊 Z･･きる.これまて･此軸 貞埠を黒金城進を為す引]AN京り森弾性グラファイ
ト繊維を用いてHNO3,K.AsF5なごり秘 如大層痢化せ物が検討されてきた｡LかL.
aI.C.は一般JZ高度IZ発漣L･た届面♯準皇嶺する具盆 はおいて良矧 Z形威され Lfzがっ

て鹿晶覚食性q佐 = グラファイト･7アイJtt'-ごはGH.C.り形成Ii比穀的国数そ･ある.一方,

ベン七㌧ 主知食餌L･て得られる高給良性り是金紙紐 (肝･2800,5000)はHOPq･LZ匹敵Lfl
,*良性左右しこおり,インターカし-:/ヨンのフ7イJト 状考劫として皐連で･あるZと圭

示してきfz｡これまで.,か ･るグラフ7イトフ7JJt.1-を軌 ･て薄 々の7クセプター型 の居向化合
物 を合成し,高尊号性 と嶺寸5祭疎深 `働 料で-あることを示した誓 こ,T･.は,か,る厨官

q一頚 としてKを注入したドナ-型のグラファイトファイバ'-層向化合物を葡クのファイ

Jで-サ ン7.JL主用Ltて生成し,孝の尊名伝導J性と比和検討した｡用日た卑称 ま泉舶 長グ

ラファイト･77イパ●-(節-2800,3000′熟 2!Jl理温度2800-3000℃).PAN,ピッ÷系の古Y

-70およびUC4704Bご.あら｡曹塵物性の測定Jか0-STD" の真空中で才キなつfz｡

F;g･iはf(謹入lz伴う室温曹島地鼓 (p)今夜化 と示 している｡ K注入'Zよって紬 そ'Jt

りP,i席試料q10 -40cjHz身レする･なお,年F-2800Ia廊するPco叩･/Po.;l･曲線tt･･K注入
直前の急上昇 と満 了錦絵時り降下の挙動はPAN,ピッチ系と毒しく異な･).これ ま汝 L之述
べうようJZ羊水を.れq丑qJ1年や温度破右裾 の相達LZよ5t,9そ･ある｡縛られTt最大のK注
入量を宿す5缶F･2800Z･･Jま骨負Ji尊率 は原試料q約 14婚 12増加し,雪温Z･･占.含Xt0-ち(良･crn)

り重光率を示す. こり場合.生械法度がらみてKは黒鉛の第 1ステージ層向化合物 と尭え
られる｡

繰られた試料の盤光年り温度破夜雌 (LOO-500Kイ寸並)をF;g･2LZ示しTz･PAN′ ピッチ
素地錐ごはィ ./クーカレー=/ヨン鳩も舞句温度破存雌 と錐萌 してLL5.-方.Gf-2800は
イ-/プーカし-:/ヨンfZよって正｡盤iTZi温度係数 を示すようlZなり,格 子q顛頼私か港境
蛮拙句主要を磯城 とむっfTzことが知られる｡これまt･･Kをイ ンターカし-トLfzブラファ
イトフ17イJ1㌧ で･か ､る額暮な金属的淋 性が資刺 されfzのははとんt･みられない.

F;8･3.dGF･2800L乙席す5無骨能Sの温度破春機 そある･ STB壬デILLzよフてqF-2800
のSq挙動は正,勇荷キャリアの瀬動度ttの安北として讃明され さ ｡ 一方, Kqインター
カレー:/ヨン緒はサ･/プJLIZよってば らフきかみられるが,Sは負とな リ,与教キャリ7
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は骨 引 Z奄接され ドナー型のイt,?-カレー:,ヨンが得られ5ことがわかる.

ベンtfンから得られ5高弟吉晶のグラフ7イトフアイノヾ､一乏称 17締られSK虐河北各地
は鳥目 婆脅性を机 ,新い 一高尊卑性禎合裁判への旋用が瀬緯ぞ･さる｡繊維状.qK層軸 と

合物の趨魯退城 ぞ･句物 性や水素峻厳劫票を今雀さらJZ穎討寸書与良で･ある.
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Fig.1 Kそう人に伴 う電気讃i抗率変化

(porig.･Pcomp･･･原試料および

Kintercalationの電気抵抗率 )
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Fig.2 種々の 9raphite fiber-冗 intercalation

の電気抵抗率の温度依存性
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Fig.3 GF-3000 における勲¶熊の

温度依存性
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